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～ 勿 来 バ イ パ ス 工 事 の 進 み 具 合 を お 知 ら せ し ま す ～
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■ 期待される主な効果

磐城国道事務所ホームページはこちら

道幅が狭くなり、大型車同士
のすれ違い時に徐行が必要

国道6号の交通量が分散し、渋滞が緩和されることで、魅力ある
観光地の再生を支援します。

■ 7 月 の 工 事 状 況

⇒工事範囲の木を伐採しています。 ⇒トンネル坑口から200ｍの状況。現在は砂岩層
が続いています。

⇒作業用足場を撤去し、補強土壁が完成しま
した。

⇒橋の橋脚設置を行うための作業ヤードを造成して
います。⇒盛土端部にかご工を設置しています。
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⇒施工中の土砂崩壊を防ぐため、周囲に矢板
（板状の杭）を打ち込みます。

令和4年
７月版

勿来の関公園

①関田関山地区 伐採工 ③関田滝沢地区 補強土壁工②トンネル内部 掘削工

⑤四沢長塚地区 整備工 ⑥四沢渋町～柴橋地区 土留・仮締切工④関田滝沢地区 かご工



①掘削工
写真はトンネル入口から200ｍ
付近を掘削している状況です。
現在の箇所では風化岩である
未固結砂岩層が続いています。

一般国道
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～ ト ン ネ ル 工 事 の 進 み 具 合 を お 知 ら せ し ま す ～

な こ そ

■ 工 事 の 進 み 具 合 令和４年７月末現在

■ 位 置 図

■７月のトンネル工事状況
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■ 勿来トンネルについて

平面図
勿来トンネル Ｌ＝７７９m

縦断図

全長：７７９m
←至 水戸 至 仙台→

残り
75％（579ｍ）

（令和４年7月27日時点） 掘削状況

◆トンネル概要
延長：Ｌ＝７７９ｍ
断面：約６８m2（掘削：約７８m2）
幅員：１０．５m（0.5＋3.5＋3.5＋0.5＋2.5)

▼主な土質
地形区分：丘陵地
岩石名：砂岩・シルト岩・シルト岩砂岩互層・れき岩
地質時代：新生代新第三紀中新世
区分：堆積岩

（参考：土の細かさ⇒れき＞砂＞シルト（泥））

標準断面図

←磐城国道事務所ホームページは
こちら

至 仙台→←至 水戸

掘削
2５％（200m）

②植生工
写真は斜面の土砂が崩れるの
を防ぐために土と植物の種な
どを混ぜたものを吹き付けて
ます。

勿来トンネルを掘っている機械
①ロードヘッダー

▶先端部を高速で回転させて
土を削り、トンネルを掘り
進めるための機械です。

②ドリルジャンボ
▶鉄筋（ロックボルト）など
を差し込むために岩盤に穴を
開ける機械です。

位置図

トンネル終点側

200m地点

トンネル
起点側
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土質区分

シルト岩優勢砂岩互層 粘性土・れき混じり砂質土

砂岩優勢シルト岩互層 れき混じり砂

シルト岩優勢砂岩互層 砂岩

地質区分

多賀層群九面層
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